ビジネス英語学習者コーパスに見られる
Metadiscourse Markersの分布と使用傾向の定量的分析

染谷泰正
　　EFL 学習者の発話にはそれぞれの母語に影響された特有のアクセントがあるが、書き言葉においても同様の現象（FAW = foreign "accent" in writing）が観察される。いわゆる、文法的には正しいが、どこか外国人らしさがただようという文章である。このような、FAW 現象は語彙、統語、ディスコースの各レベルにおいて観察することができるが、このうち語彙レベルにおけるFAWは、おもに「コロケーション」の問題と「特定の語彙項目の過小使用／過多使用 (overuse/ underuse)」 という2つの観点から分析することができる。本研究では、このうちの後者にポイントを絞り、日本人ビジネスマンが書いた英文ビジネス文書において、どのような語彙項目が有意に過小ないし過多使用されているかを見ようとするものである。
　　分析の手順として、まず日本人ビジネスマンが書いたビジネス文書を集めたコーパス　(Learner Corpus) と、母語話者が作成したビジネス文書を集めたコーパス(Native Corpus) を用意した。前者はおよそ21万語、後者は約88万語の規模である。次に、上記のコーパスからおよそ200の Metadiscourse Markers (MDMs) を自動的に抽出し、頻度計算および各種統計処理をするためのコンピュータ・プログラムをAWK を使って作成した。なお、MDM はテクスト全体の「らしさ（＝ムード）」を左右する要素として最も貢献度の高いものであり、この分布および使用傾向を分析することで日本人ビジネスマンが書いた英文ビジネス文書の特徴の一端が明らかにあるものと考えた。
　　分析の結果は添付資料Table 2 ～Table 4（詳細はFLTAのホームページ参照）のとおりである。これによれば、たとえばLearner Corpus では especially やwould like toあるいはby the wayなどの項目が有意に"overuse" の傾向にあることなどを始め、従来、直感的にしか捉えられていなかったさまざまな事実を定量的に明らかにすることができた。これらの現象を説明するための質的分析については今後の課題であるが、その一端については本発表の中でも言及した。今後は、同様の質的な分析をさらに進め、より精緻な記述を目指したいと考えている。また、今後は語彙分野のみでなく、統語およびディスコースレベルでの分析も進めていく必要があると考えている。
